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◇第１７０回拡大地方委員会

◇３月７日（土）９時３０分

◇いわきラトブ（いわき駅前）

◇議題①当面する闘争方針

②その他

第１７０回拡大地方委員会を開催

し、反合理化、組織拡大、２０１

５年春闘方針を確立すること

２
０
１
５
年
春
闘
が
ス
タ
ー
ト
す
る
状
況

の
下
で
、
国
労
本
部
は
１
月
24
日
（
土
）
第

１
８
５
回
拡
大
中
央
委
員
会
を
新
橋
交
通
ビ

ル
会
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

中
央
委
員
会
の
重
要
課
題
は
①
組
織
拡
大

②
２
０
１
５
春
闘
及
び
労
働
条
件
改
善
③
Ｊ

Ｒ
三
島
・
貨
物
の
構
造
矛
盾
問
題
等
の
鉄
道

の
維
持
、
再
生
の
課
題
に
つ
い
て
議
論
さ
れ

当
面
す
る
闘
争
方
針
を
全
体
で
確
認
し
決
定

し
ま
し
た
。

第
１
８
５
回
中
央
委
員
会
は
全
体
で

14
名
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
以
下
発

言
内
容
と
し
ま
す
。

組
織
拡
大
に
つ
い
て

昨
年
12
月
、
清
水
秀
尚
さ
ん
（
59
才
）

と
塚
本
研
一
さ
ん
（
51
才
）
が
国
労
加

入
を
決
意
し
て
く
れ
ま
し
た
。
各
地
方

か
ら
の
激
励
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
勝
田
地
区
分
会
、
平
地
区

第
一
分
会
が
そ
れ
ぞ
れ
歓
迎
集
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
加
入
さ
れ
た
両
名
か
ら
、

「
い
つ
も
、
周
り
に
国
労
の
人
が
い
た

こ
と
で
心
強
か
っ
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

分
会
組
合
員
か
ら
は
、
長
期
に
渡
り
世

話
役
活
動
を
行
い
信
頼
関
係
が
で
き
、

そ
れ
が
成
果
に
結
び
つ
い
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

地
方
本
部
と
し
て
３
年
８
ヶ
月
ぶ
り

の
拡
大
で
し
た
が
、
年
２
回
の
代
表
者

会
議
、
職
場
活
動
家
交
流
集
会
、
新
規

採
用
者
加
入
行
動
な
ど
多
く
の
行
動
を

展
開
し
て
来
ま
し
た
。
成
果
が
出
な
い

中
、
盛
岡
地
方
本
部
と
の
経
験
交
流
を

行
う
事
で
、
「
水
戸
も
盛
岡
も
取
り
組

み
は
同
じ
で
あ
り
、
諦
め
ず
継
続
す
る

こ
と
で
成
果
に
つ
な
が
る
」
と
経
験
談

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
地
方
本
部
は
今

後
、
本
部
か
ら
提
起
さ
れ
て
い
る
「
職

場
実
態
調
査
」
を
も
と
に
分
会
運
動
を

検
証
し
、
組
織
拡
大
へ
と
繋
げ
取
り
組

み
強
化
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

脱
原
発
・
反
原
発
運
動
に
つ
い
て

現
在
も
14
万
人
が
避
難
生
活
を
強
い

ら
れ
て
い
る
実
態
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

高
線
量
・
除
染
の
遅
れ
・
汚
染
水
問
題

等
ま
っ
た
く
進
ま
ず
、
過
酷
労
働
に
よ

り
労
働
災
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

第
２
回
「
国
労
フ
ク
シ
マ
交
流
会
」

が
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
会
社
が
プ
レ
ス
発

表
し
た
バ
ス
代
行
ル
ー
ト
（
竜
田
駅
～

原
ノ
町
駅
間
）
を
視
察
し
ま
し
た
。
線

量
計
は
８
～
９
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

と
高

線
量
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

６
月
１
日
か
ら
運
転
再
開
さ
れ
た
（
広

野
駅
～
竜
田
駅
）
区
間
に
乗
務
員
す
る

労
働
者
か
ら
は
、
乗
務
作
業
は
し
た
く

な
い
と
の
不
安
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

（
女
性
社
員
の
声
）
見
え
な
い
放
射
能
・

被
ば
く
の
恐
怖
、
人
体
へ
の
予
知
で
き

な
い
影
響
を
鑑
み
れ
ば
、
労
働
者
の
様
々

な
不
安
、
利
用
者
か
ら
の
不
安
を
申
し

入
れ
（
水
戸
支
社
）
改
善
を
図
っ
て
来

ま
し
た
。

被
災
地
方
本
部
と
し
て
、
引
き
続
き

監
視
等
を
強
化
し
な
が
ら
、
情
報
を
発

信
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
上
部
機
関
は
も
と
よ
り
関
係
共
闘
と

も
連
携
を
図
り
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
労
本
部
へ
「
国
労
フ
ク
シ
マ
交
流
会
」

の
継
続
を
要
請
す
る
も
の
で
す
。

組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て

組
織
の
展
望
に
つ
い
て
昨
年
12
月
、

代
表
者
会
議
の
中
で
現
状
の
運
動
を
ど

う
進
め
て
行
く
の
か
提
起
し
、
今
後
も

丁
寧
な
議
論
を
行
い
、
未
来
を
創
る
運

動
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

昨
年
末
の
衆
議
院
解
散
総

選
挙
に
よ
っ
て
、
「
自
・
公
」

連
立
で
３
２
５
議
席
を
確
保

す
る
結
果
と
な
り
、
安
倍
政

権
の
進
め
る
「
戦
争
の
で
き

る
国
づ
く
り
」
に
加
速
が
つ

く
状
況
と
な
っ
た
。
こ
の
間

の
独
裁
的
政
権
運
営
に
み
ら

れ
る
様
に
益
々
勤
労
国
民
・

労
働
者
を
苦
し
め
る
法
案
を

強
行
す
る
こ
と
が
想
定
を
さ

れ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら

統
一
自
治
体
選
挙
に
よ
る
国

労
議
員
団
の
必
勝
を
訴
え
る

発
言
が
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
５
春
闘
は
、
１
５

０
０
０
円
の
統
一
要
求
額
獲

得
に
向
け
各
地
方
・
エ
リ
ア

本
部
で
取
り
組
み
を
強
化
し
、

反
合
理
化
職
場
の
労
働
条
件

改
善
に
繋
げ
て
行
く
こ
と
を

確
認
し
た
。
一
方
で
各
会
社

間
の
格
差
が
拡
大
を
し
て
い

る
中
で
、
各
エ
リ
ア
に
幅
を

持
た
せ
た
運
動
提
起
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。

組
織
拡
大
は
今
日
ま
で
全

国
で
１
１
名
の
拡
大
が
あ
り
、

各
地
方
で
の
奮
闘
す
る
発
言

が
あ
っ
た
。
赤
沼
中
央
委
員

は
水
戸
に
お
け
る
２
名
の
拡

大
の
報
告
と
本
部
書
記
長
を

支
え
る
た
め
今
後
も
精
一
杯

頑
張
る
と
の
発
言
が
さ
れ
ま

し
た
。

国
労
組
織
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
今
後
単
一
体
か
連
合

体
化
の
議
論
を
ど
の
様
に
進

め
て
い
く
か
、
本
部
の
指
導

性
を
求
め
る
発
言
が
あ
り
、

14
名
の
中
央
委
員
の
発
言
は
、

組
織
拡
大
・
１
５
春
闘
・
安

全
安
定
輸
送
に
向
け
た
取
り

組
み
・
平
和
と
民
主
主
義
・

選
挙
闘
争
等
、
全
国
で
国
労

組
合
員
の
奮
闘
す
る
報
告
が

あ
り
勇
気
を
も
ら
う
と
共
に
、

当
面
す
る
諸
闘
争
に
全
力
で

取
り
組
む
決
意
を
固
め
る
委

員
会
で
し
た
。

文
責
・
出
羽

１
月
31

日
、

Ｊ
Ｒ

常
磐
線
竜

田
駅

か
ら
原
ノ

町
駅
間
（
46
㌔
）

を
バ

ス
代
行
運

転
が

開
始
さ
れ

ま
し

た
。
バ
ス

は
、

昨
年
９
月

に
運

行
が
自
由

に
な

っ
た
原
発

西
側

の
６
号
線

を
通
り

ま
す
。

一
日
２

往
復
で
、

所
要
時

間
は
１

時
間
10

分
～
25

分
。
直

通
バ
ス

の
た
め

に
途
中

停
車
せ

ず
、
ト

イ
レ
付

き
で
定

員
50

名
と
な
り

ま
す
。

運
賃
は

鉄
道
と

同
じ
８

４
０
円

。
政
府

推
計
に
よ
る
と
、

一
回
運

行
す
る

と
乗
客

ら
が
受

け
る
被

ば
く
線

量
は
１
・
２
マ
イ

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
。

運
転
手

と
他
の

一
人
が
乗
務
し
、

線
量
計

が
車
内

に
設
置

さ
れ
空

間
線
量
を
測
定
。


